色 青く 光 ある 蛇、 おびた y しく 棲めれば とて、 里人 

そのの やしろ 

は 近 よらず。 其 野 社 は、 片眼の 盲 ひたる 翁 ありて、 昔 

ょリ賓 1 目け リ。 

その 

其 片眼 を 失 ひし 時 一た び 見たり と 言 ふ、 几帳の 蔭に 

黒髪の たけな りし、 それ ぞ 神なる べき。 

ちかき ころ 水無月 中旬、 二十日 余り 照り 続きた る、 

け ふ 日 ざ かりの、 鼓 子 花 さへ 草い きれに 色褪せて、 砂 

おいき 

も、 石 も、 きらくと 光 を 帯びて、 松の 老木の 梢よ リ 



こだま 

糸 を 乱せる 如き 薄き 煙の 立ちのぼる は、 木精と か 言 ふ 

ものなら む。 おぼろ/ \ と 霞む まで、 暑き 日の 静 さは 

夜半に も 増して、 眼 も あてられざる 野の 細道 を、 十 歳 

ばかりの 美少年の、 尻 を 端折り、 竹の子 笠 被りた るが、 

跣 足に て、 

「氷 や、 氷 や ご 

と 呼び もて 来つ。 其より 巿に 行かん とするな り。 氷 

むしろ づ つ み 

は 筵 包に して 天秤に 釣した る、 其 片端に は、 手ごろ 

わらな わ 

の 石 を藁緦 もて 結び かけし が、 重き もの 荷 ひたる、 力 

なき 身体の よろめく 毎に、 石 は、 ふら、 この 如く はず 

みて 揺れつ。 



I 卞 落ちて、 雪の 塊 は 氷室より 切 出し たるま、、 未だ 

角 も 失せ ざり き。 其 一角 をば、 鋸 もて 切取りて、 いざ 

まつげ ふさ 

とて 振 向く。 睫に 額の 汗った ひたる に、 手の 塞がり 

たれば、 拭 ひも あへ で 眼 を 塞ぎつ。 貴女の 手に 捧げた 

る 雪の 色 は 真 黒 なりき。 

「この 雪 は、 何う したの ご 

美少年 はもの を も 言 はで、 直ちに 鋸の 刃 を 返して、 

さら/^ と削リ 落す に、 粉 はばら- (^と あたりに 散リ、 

ぢ、 ぢ、 と蟬の 鳴き やむ 音して、 焼 砂に 煮え 込みたり。 

二 



め て とりし ば 

を 染めて、 右手に 貴女の 手 を 扼 リ、 もの を も 言 はで 

引立てつ。 

「あれ、 あれ、 あれえ！」 

と 貴女 は 引かれて 倒れ かゝ りぬ。 

風 一 陣、 さらく と 木の葉 を 渡れり。 

腰元の あれよ と 見る に、 貴女の 裾、 抉、 はら/ \ と、 

柳の 糸 を 絞る かの やう、 細腰 を 捩りて よろめきつ、、 

ふた、 び 悲しき 声た てられし に、 つと 龃 寄りて 押 隔て、 



「え、！ 失礼な、 これ、 これ、 御身 分 を 知らない かご 

貴女 はいき 苦しき 声の 下に、 

「ヽ >ゝ フ、 ヽ > ゝ p o _ 

I レ > 力ら レ > 力ら 」 

ごぜん 

「御前 」 

「い、 から 好きに させて おやり。 さ、 行かう ご 

と 胸 を 圧して、 馴れぬ 足に、 煩 はしかり けむ、 穿 物 

を 脱ぎ 棄て つ。 

引かれて、 やがて 蔭 ある 処、 小川 流れて 一 本の 桐の 

やれが き 

青葉 茂リ、 紫陽花の 花、 流に のぞみて、 破 垣の 内外に 

今 を 盛りなる 空地の 此方に 来りし 時、 少年 は 立 停り ぬ。 

貴女 は ほ と 息 つきたり。 



少年 はためら ふ 色な く、 流に 俯して、 摑み 来れる 件 

の 雪の、 炭の 粉に 黒く なれる を、 その 流れに 浸して 洗 

ひつ。 

掌に のせて ぞ 透し 見た る。 I 卞 ひたく と 滴りて、 時 

の 間に 消え 失する 雪 は、 はや 豆粒の ゃゝ大 なる ばかり 

となりし が、 水晶の 如く 透きと ほりて、 一 点の 汚 も あ 

らず なれり。 

きっと 見て、 

「これでい ゝ かえ ご とい ふ 声 ふるへ ぬ。 

あお 

貴女 は 蒼く 成りたり。 

後馳 せに 追 続ける 腰元の、 一 目 見る より 色 を 変えて、 



横様に しっかと 抱く。 其の 膝に 倒れ か、 りつ、 片手 を 

ひしと 胸に あてて。 

「あご とく ひしば りて、 苦しげ に 空 を あ ふげ る、 唇 

の 色 青く、 鉄漿 つけたる 前歯 動き、 地に 手 をつ きて、 

草に 鎚れる 真白き 指 のさき わな、 きぬ。 

みまも 

はッ とば かり 胸 をう ちて 瞻 る ひまに 衰へ ゆく。 

「lw. ュ刖様 」 

腰元 は 泣 声た てぬ。 

「しづかに ご 

幽 なる 声をかけて、 

「堪忍お し、 坊や、 坊や ご とのみ、 言 ふ 声 も 絶え入り 



ぬ。 

呆れし 少年の 鎚リ 着きて、 いま は I 卞 ばかりなる 氷 を 

もたら かいな 

其 口に 齎 しつ。 腰元 腕 を ゆるめ たれば、 貴女の 顔の 

みひら — 

け ざまに、 うっとりと 目 を 睜 き、 胸 をお したる 手 を 放 

ちて、 少年の 肩 を 抱きつ、、 ぢ つと 見て うな づく はし 

に、 がっくりと 咽喉に 通りて、 桐の 葉 越の 日影 薄く、 

紫陽花の 色、 淋しき 其 笑顔に うつりぬ。 
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